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＜連絡事項＞
・看護グループ内研修があります。参加して下さい。
・ロッカー鍵などの確認物は、各勤務帯で確認するようにして下さい。
＜患者様連絡事項＞
・尾嵜　マリ子様～11：20　息子様来院され外出へ行かれています。
・高田　マキ様～14：30西病棟Bユニット27号室～北病棟303号室へ転入となっています。

＜要注目患者様＞
・原　吉郎様～昨日、腹痛を訴え継続指示　腹痛時ブスコパン（10）1Ｔ服用され、軟便から下
痢便少量みられています。診察にて臨時薬にもミヤＢＭも追加となり、痛みが続
く様であれば、内科受診（船場Ｄｒ）も考えていく事としています。本日は、体
調について「いまいち」と話してはいますが、腹痛の訴えはなく独語や、他不調
の訴えはありません。プログラムへも参加出来ており、補食や水分補給も出来て
います。おやつを残して部屋に置いている事がある為、残したらこちらへ戻すよ
うに声掛けていきましょう。
・滝田　英人様～昨日、声高の独語聞かれ、主治医診察の際も質問に怒り口調で「そんなこと関
係ないだろう」と言い幻聴に左右された訴え聞かれています。終始独語が続いています。夜間の睡眠は概ねとれており、断続的な独語聞かれていますが声高さはありません。昼食前の血圧測定時、体調を確認すると「具合が悪い」と話しています。引き続き、所在確認と身体症状と精神症状の観察をしていきましょう。







・竹谷　龍道様～昨日、午前中身辺整理を行っているが、本人様は衣装ケースを使用せず、母様が持ってきたバックから衣類を出し入れしていると言っていたとの事。金曜日の診察で退院したいと先生に言って土曜日に退院するとも話されていた様子。
　　　　　　　　夜間は寝たり起きたりで浅眠で経過しています。促しにてプログラムへ参加することは出来ています。他者とも徐々に交流見られ自ら話しかける事も見られています。精神状態と他者交流の様子を確認していきましょう。

・出河　攻様～昨日、転入となっています。オリエンテーションは問題なくスタッフと私物整理
しています。夜間は良眠されています。3：33覚醒されスタッフ声掛けに対応穏
やかです。本日は、日課などの確認なく過ごされています。歩行時のふらつきや
前傾姿勢見られ、エレベーターを使用する様伝えていますが、階段で移動してい
ます。精神症状や歩行状態の観察をしていきましょう。
・山下　幸子様～施設体験外泊へ2泊3日で行かれていますが、服薬の飲み忘れは無いが、7/7昼食後に夕食後薬を服用してしまったとの事。前回の施設体験よりも緊張は緩和されており、次回体験も本人から希望し施設へ伝えてきたと報告しています。又、外部発注で依頼した物が違う物が届き、希望した物が販売されていない事でキャンセルになったなど不満を訴え、再度外部発注で購入したいと訴えています。再三の説明にて落ち着いてはいます。その後も不満を訴えスタッフの説明に渋々納得されています。深夜帯、特定の他者が自分の話しを最後まで聞かず遮ってしまう為ストレスだと話しています。スタッフの提案は受け入れているようだが、色々考えてしまうとの事。訴えを傾聴し不安を取り除けるような関わりをしていきましょう。
・坂本　福子様～一昨日スタッフ付き添いで外出していますが、気分高揚さなく落ち着いています。夜間の睡眠もとれています。山下様との交流見られているが、過度となる事はありません。山下様の話しを最後まで聞かず遮ってしまう事があるようです。
・風穴　義信様～本日、昼食の移動時第1陣でレストランに向かうが、小刻み歩行で、前に進むのが遅い為、すぐ後ろから歩行車を押した患者様に追いつかれています。歩行車の方に先に歩いて頂いています。失禁も増えてきており、リハパン購入し対応しています。
＜田名部Ｄｒケース検討・診察状況＞
・千葉　光広様～調子について依然として「目が厳しい、かすむ」と訴え、点眼薬に変更となっても変わらないと話しており、主治医が眼科受診検討しておきますと返答されている。その後物を壊したくなることがないか？幻聴がないか？と問われ、いずれも「ないです」と答えている。疼痛に関しては之まで同様頓服薬で対処していくよう説明されている。
・畑中　成夫様～執筆や退院後について聞かれ、「直しが必要な所があります」「エホバの証人の活動、印税で暮らすと思う」等と返答している。本人より、どうしたら退院出来るか尋ね、今の調子でいけば大丈夫、青山荘はどうかと言われ、自宅へ帰りたいと返答。主治医より、生活訓練施設（青山荘）の方向で考えれば退院出来ると思います。急がないですが考えてみて下さいと言われている。処方変更なし。

・蕨　真理様～先日のケア会議での内容と薬に関して、施設等関わるスタッフが確認出来る様に
調整して貰えればと話しが出た事を情報提供している。退院後は各種の支援を受ける事を考えて下さいと言われ、「はい」と返答している。今回処方変更なし。
・尾嵜　マリ子様～外出について聞かれ、「特に何も」「家に帰りたい」と話すが、今日は息子様と特に何も話していないとのこと。主治医より、よく相談する様言われている。処方変更なし。 

・高橋　義明様～特に訴えなく、問診時疎通もとれている。処方薬アルピプラゾール18ｍｇ昼食後→12ｍｇ朝食後へ変更となっています。

・柿木　真吾様～特に訴えなく、夜間も眠れている。耳の痛みは少しいいがまだあると返答、トランサミン継続処方（7日分）。

フルオロメトロン０．０２％点眼液Ｔ　５ｍｌ／本
ヒアルロン酸Ｎａ点眼液０．１％「日新」　５mL／本
・齊藤　光枝様～本日、胸がもやもやすると訴え、プログラムや昼食摂取せず午前中休んでいたことを情報提供、体調はどうか問われ「まだすっきりしない」と話しているが、吐き気止めはいらないと断っている。
・高橋　伸治様～診察では特に訴えなく疎通も良好、イライラや幻聴もないと返答している。
・竹谷　龍道様～調子はどうか問われ、自分の中で殺人衝動（屈辱を受けた際）がある、以前警察へ行った時の様な状態、それに関してカウンセリングを受けたい、退院したいと訴えある。母との関係性について問われ、表面上は問題ないが上手くはいかないと自ら話す。主治医から、母との関係も含め退院してもゆくゆくは良くないんじゃないか、入院の目的として社会復帰に向け作業療法しながら、デイケアを利用できるよう訓練をしていくと説明受けるも、曖昧に濁し他の病院へ転院できるかと訴え、主治医は自分で探せばいいですが、こちらから紹介はできないと返答している。薬は今のままでいいか問われ「よくわからない」と答えており、処方変更なく抑肝散（漢方）4日分処方。
・織笠　健太郎様～調子は良い、ウイルスも気にならない、夜も眠れていると返答している。処方変更なし。
・飯豊　信雄様～先日の洗濯に固着し説明を聞き入れ出来なかった件に関して、幻聴があったのか問われ「違います」と返答している。受け答えは終始静かに応対している。処方変更なし。
＜転入患者様情報＞

氏　　名：高田　マキ様　（49歳）
病　　名：統合失調症
主 治 医：田名部Ｄｒ
問題行動:妄想・独語
入院形態：任意入院

病　　室：303号室
食事自立(常食)
排泄　自立　生理時　リハビリパンツ使用

買い物カードなし　嗜好品家族差し入れ
洗濯　本人
間食制限なし
・H29.7.1任意入院へ入院形態変更となっている。
独語や妄想様の思考発言は持続している。被害妄想から大声での独語あるが、粗暴行為には至
っていない。自室で睡眠がとれるようになってきている。
・障害手帳　1級（Ｈ32.12.31まで）
・貧血あり（Ｒ2.3/7～鉄剤服用中　2020.4/21止め）

・嗜好品はなくなる頃本人が家族へ連絡する。

・7/1より、右下肢の蜂窩織炎の為、カロナール、セフジトレンピポキシル内服中。
　→7/10　昼で飲み切り中止指示あり

・便秘傾向の為注意必要

・7/7診察時面会希望にて主治医許可あり、マスク着用し1階で面会、母へ連絡し来院できる日

　未定だが面会希望している事伝えています。
・臨時薬～7/14（火）就床前まで
・ＯＴ・ＳＳＴ導入スミ

・7/12（日）母来院予定（お金持ってくる）

・受け持ち：木村/秋山Ｎｓ
